	科目名
	機械設計製図Ⅲ
	英語科目名
	Mechanical Design & DrawingⅢ

	開講年度・学期
	平成１８年度・通年
	対象学科・専攻・学年
	本科５年

	授業形態
	講義および製図
	必修or選択
	選択

	単位数
	３単位
	単位種類
	学修単位（４５時間単位）

	担当教員
	安ヶ平和一

川村壮司
	居室（もしくは所属）
	宇都宮大学工学部

機械工学科棟２階

	電話
	028-689-6037　

0285-20-2201
	E-mail
	waichiy@cc.utsunomiya-u.ac.jp
t-kawamura@oyama-ct.ac.jp

	授業の達成目標

	渦巻きポンプについて、与えられた設計仕様に基づき設計製図を行い、ポンプの原理、構造、作図法等を理解する。

三次元CADによる図面の作製

	各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法

	　　１．与えられた揚程、流量、原動機に基づき設計を行い、計算書を作成すること。

　　２．計算書に基づき、羽根車、主軸、ケーシングの製図を行うこと。

　　３．羽根車の羽根における１円弧法あるいは２円弧法で羽根を描くこと。

　　４．三次元CADによる図面の作製。



	評価方法

	

	　　評価は下記２項目の加重平均によって行う。

　　計算書（４０％）

　　図面（６０％）

　　ただし、計算書を提出しない場合は評価の対象にしない。



	授業内容
	授業内容に対する予習項目

	　　１．渦巻きポンプの羽根車設計―（３週）

　　２．渦巻きポンプのケーシング設計―（３週）

　　３．渦巻きポンプの主軸の設計―（１週）

　　４．渦巻きポンプの羽根車、ケーシング、主軸の製図―（８週）

　　５．三次元CADによる図面の作製―（１５週）。


	

	キーワード
	CNC工作機械、加工プロセス、研削加工、機械製図、CAD、電気計測

	教科書
	大町昌義「うず巻ポンプの設計」パワー社（1973）

	参考書
	特になし

	技術者教育プログラムの学習・教育目標

	(A-1)

(B-1)



	JABEE基準１の（１）との関係
	(d-1)，d(2-a)

	カリキュラム中の位置づけ

	前年度までの関連科目
	材料力学、工作実習、機械設計法Ⅰ、機械設計製図Ⅰ、機械設計製図Ⅲ

	現学年の関連科目
	機械設計法Ⅱ

	次年度以降の関連科目
	機械設計製図Ⅲ

	連絡事項

	　　受講者を、揚程、流量の組み合わせにより、学籍番号順に５～６名のグループに分ける。グルー

　　プ内ではお互いに相談しながら設計製図を行ってよい。

　　最初から７週目で計算書を提出させるが、設計が予定より早く終了した者は、計算書を提出し、

　　検認を受けたらすぐ製図に取り掛かってよい。

　　授業時間外に質問のある場合は、電話あるいは電子メールで連絡をとること。



	シラバス作成年月日：平成１７年　２月１６日


